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❶ 

資料３ 
前回の協議会の振り返り 

意見 

回答 

❸ 

【対応❶】【対応❷】【対応❸】 

・野洲川の河川整備における将来計画の規模は１００年確率である。 

・当面の目標である整備計画では戦後最大洪水である昭和２８年台風１３号と同規模の洪水を目標としてお

り、確率規模とすると、概ね１０年から２０年の規模である。 

・整備計画の整備期間は概ね２０年から３０年である。 

・現状の野洲川は、計画規模洪水を安全に流下させるために必要な整備を行うこととしているため、計画に

基づく掘削は行っていないが、堆積により顕著な河床の上昇が認められる場合には維持掘削を行う。 

・社会資本整備審議会河川分科会 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会において、気候変動を踏ま

えた水災害対策のあり方について検討が行われ、令和 2 年 7 月に答申された。答申では、あらゆる関係者

が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換を推進し、防災・減災が主体となる社会を目指すこと

が示された。 

・令和 3 年 8月に策定された淀川水系河川整備計画において、いかなる洪水に対しても氾濫被害をできる限

り最小化するため、施設能力を上回る洪水の発生を想定し危機管理体制の構築・強化を行うこととしてい

る。このため、河川管理者、自治体、住民等から構成される「水害に強い地域づくり協議会（大規模氾濫減

災対策協議会）」において、関係者の連携のもと、１）自分で守る、２）みんなで守る、３）地域で守るの

観点から危機管理施策を実施することとして、公共施設等の耐水化や水害に強いまちづくり等を進めるこ

ととしている。 

❷ 

➍ 

【対応➍】 

協議会で対応済み 


